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11 計根別ブラック＆ホワイトショウ 

10

15 交通安全の日 

街頭啓発 職場集会 



ＪＡきたそらち協力による「ひまわりライス」の 
キャンペーン販売 

上手く搾れるかな？ 

『どん菓子』実演に興味津々 「コレちょうだ～い！」 

いつも人気の青年部ジャンボハンバーグ 長蛇の列ができたティッシュ、 
トイレットペーパーのタイムバーゲン 

収
穫
祭
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん 

玉
ネ
ギ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
詰
め
放
題 

牛舎仕事の必需品、竹ボウキの特売です 

アキアジは1本1,000円！ 

大好評だった女性部の 
「豚汁おにぎりセット」 

冬タイヤの季節です 
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当
農
協
の
助
け
合
い
組
織
「
手
つ
な
ぎ
の
会
」（
水
沼
和
子

会
長
、
十
六
人
）
は
十
月
十
日
、
Ｊ
Ａ
管
内
の
七
十
五
歳
以
上

の
人
を
中
標
津
町
交
流
セ
ン
タ
ー
に
招
い
て
「
手
つ
な
ぎ
ふ
れ

あ
い
会
」
を
開
き
、
参
加
し
た
三
十
七
名
が
食
事
や
ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
ま
し
た
。 

　
介
護
ヘ
ル
パ
ー
取
得
な
ど
を
期
に
発
足
し
た
同
会
の
会
員
が

「
地
域
の
先
輩
の
た
め
に
何
か
で
き
な
い
か
」
と
企
画
し
た
ふ

れ
あ
い
会
も
今
年
で
九
回
目
。
水
沼
会
長
は
「
皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
前
日
か
ら
会
員
皆
で
準
備
し
ま
し
た
。
ゲ

ー
ム
や
昔
話
な
ど
を
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
開
会
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。 

　
昼
食
に
は
会
員
手
作
り
の
ち
ら
し
ず
し
弁
当
が
用
意
さ
れ
、

煮
し
め
や
野
菜
の
天
ぷ
ら
な
ど
が
詰
め
ら
れ
た
弁
当
に
「
お
い

し
い
！
」
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。 

　
ゲ
ー
ム
は
お
も
ち
ゃ
の
魚
釣
り
と
ビ
ン
ゴ
大
会
。
夫
婦
仲
良

く
同
時
に
ビ
ン
ゴ
を
完
成
し
た
斉
藤
隆
三
郎
さ
ん
・
コ
ユ
ル
さ

ん
夫
妻
に
は
会
場
か
ら
祝
福

の
声
も
あ
が
り
、
最
後
は

「
ふ
る
さ
と
」
を
全
員
で
合

唱
し
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
宍
戸
栄
子
さ
ん

は
「
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
。

準
備
し
て
く
れ
た
会
員
さ
ん

に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
。
来
年
も
必
ず
参
加
し
ま

す
」
と
満
足
そ
う
で
し
た
。 

誰がたくさん釣れるかな？ 久々の再会に会話も弾みます 

「ここが開けばビンゴね」 

参加者と会員がそろって 
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計根別乳牛改良連合会 

白 通

第
３２
回 

計
根
別 

ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ 

　
計
根
別
農
協
乳
牛

改
良
連
合
会
は
十
月

十
一
日
、
Ｊ
Ａ
共
進

会
場
で
第
三
十
二
回

Ｊ
Ａ
計
根
別
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ン
ド
ホ
ワ
イ
ト

シ
ョ
ウ
を
開
き
九
十

六
頭
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。 

　
開
会
式
で
、
二
瓶

義
則
会
長
は
「
先
日

の
全
道
共
進
会
で
、

今
年
も
当
会
員
が
一

等
入
賞
を
果
た
す
な

ど
、
ま
だ
ま
だ
計
根
別
の
乳
牛
改
良
熱
は
衰
え
て
い
な
い
。
今

後
も
こ
の
勢
い
を
継
続
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。 

　
審
査
に
は
弟
子
屈
町
の
酪
農
家
・
江
上
和
彦
さ
ん
が
当
た
り
、

各
ク
ラ
ス
の
一
、
二
位
牛
に
よ
る
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
戦
で
は

ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
㈱
ケ
ネ
カ
ラ
ン
ド
が
出
品
し
た
「
ケ

ネ
カ
ラ
ン
ド
　
ペ
ー
シ
ヤ
ス
　
ク
レ
ア
」（
六
部
一
位
）、
シ
ニ

ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
星
野
淳
さ
ん
出
品
の
「
ス
タ
ー
フ
イ
ー

ル
ド
　
ヒ
ン
ペ
ル
　
キ
ヤ
ス
パ
ー
　
エ
リ
ー
」（
十
部
一
位
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
審
査
の
合
間
に
は
農
協
選
定
牛
の
娘
牛
を
展
示
し
た

ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
昼
食
時
に
は
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
に
よ
る
豚
汁
が
振
舞
わ
れ
る
な
ど
、
に
ぎ
や
か

な
シ
ョ
ウ
と
な
り
ま
し
た
。 

審
査
員
の
江
上
和
彦
さ
ん
、デ
ー
リ
ー
ク
イ
ー
ン
の 

佐
藤
麻
依
さ
ん（
農
高
）を
囲
ん
で 

ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

ケネカランド　ペーシヤス　クレア（6部1位）　ケネカランドﾞ 

シ
ニ
ア
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

スターフイールド ヒンペル キヤスパー エリー（10部1位）　星野　淳 

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

メルテイリツジ　セリナ　ルーエラ（4部1位）　本田正志 

グランド 
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9部1位　ビユーテイートツプ　クルーズ　ジヨーダン　権隨直美 11部1位　ヒルタビユー　ロレツタ　ポドンク　蛭田健太郎 

5部1位　フオレスト　JB　エレガント　ET　林　満治 8部1位　フオレスト　カスミビユー　スパート　林　満治 

2部1位　HEF　クリス　ランフア　ハイエストファーム 3部1位　プラムツリー　ジエツド　イデア　宍戸洋行 

シ
ニ
ア
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

メモリー　セプ　マーシヤ（７部1位）　北村　篤 1部1位　BF　ミツクス　アドベント　レインズ　本田敏明 
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二
〇
〇
八
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ナ

シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ウ
が
九
月
二
十
五
〜
二

十
八
日
に
安
平
町
早
来
の
道
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
共
進
会
場
で
開
か
れ
、
林
満
治
さ

ん
が
第
四
部
（
月
齢
十
六
〜
十
八
ヵ
月

未
満
）
に
出
品
し
た
フ
オ
レ
ス
ト
　
セ

ニ
ヨ
リ
ー
タ
　
ロ
イ
が
一
等
三
席
に
入

賞
す
る
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。 

　
シ
ョ
ウ
に
は
各
地
区
選
抜
牛
三
八
五

頭
と
道
外
か
ら
五
頭
の
計
三
九
〇
頭
が

出
品
さ
れ
、
当
農
協
か
ら
も
六
農
場
の
十
一
頭
を

出
品
。
Ｊ
Ａ
中
春
別
の
酪
農
家
・
山
田
光
男
主
任

審
査
員
に
よ
る
審
査
の
結
果
、
佐
呂
間
町
の
惣
田

譲
治
さ
ん
が
成
牛
ク
ラ
ス
に
出
品
し
た
ネ
ル
ス
チ

ヤ
ー
ト
　
シ
ー
ナ
　
ダ
ー
ハ
ム
が
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に

輝
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
当

農
協
で
は
林

さ
ん
の
ほ
か

ハ
イ
エ
ス
ト

フ
ァ
ー
ム
の

２
頭
と
戸
田

重
勝
さ
ん
の

出
品
牛
が
２

等
に
入
賞
し

ま
し
た
。 

北海道ホルスタインナショナルショウ 

部 

1 

3 

4 

4 

5 

8 

9 

10 

10 

12 

13

序　列 

２等１席 

３等１席 

１等３席 

３等７席 

２等８席 

３等５席 

３等５席 

３等３席 

３等４席 

２等７席 

３等５席 

ＨＥＦ　ハート　マツク　オルカーン 

メルテイリツジ　ゴールドウイン　トミー 

フオレスト　セニヨリータ　ロイ 

スターフイールド　ヒンペル　ビーナス　ルフイ 

ＨＥＦ　マツク　プレツツエル　ＥＴ 

スターフイールド　ヒンペル　カウント　デリツク 

メルテイリツジ　ダンデイー　トミー 

フオレスト　マツク　エルトン　ダー 

プラムツリー　ニツキー　ダンデイー 

カントリー　ニツク　ダーハム 

スターフイールド　ヒンペル　ビーナス　ルキア 

ハイエストファーム 

本 田 正 志 

林 　 満 治 

星 野 　 淳 

ハイエストファーム 

星 野 　 淳 

本 田 正 志 

林 　 満 治 

宍 戸 洋 行 

戸 田 重 勝 

星 野 　 淳 

名　　　　　　　　　　　号 出　品　者 

出品牛成績 

見事な成績を収めた　セニョリータ　ロイ号 

惜しくも1等入賞を逃した　マツク　オルカーン号 

もう少し脇腹があれば…。　マック　プレツツエル号 

2年連続出場の　ニック　ダーハム号 
10部で並び会話を交す林さん（左）と宍戸さん 
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第
二
十
五
回
イ
ー
ス
タ
ン
フ
ェ
ア
ー
・
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
シ
ョ
ウ
（
同
フ
ェ
ア
ー
実
行
委
員
会
主
催
）
が
十
月

十
八
日
、
釧
路
農
協
連
共
進
会
場
で
開
か
れ
、
北
村
篤

さ
ん
出
品
の
二
歳
ジ
ュ
ニ
ア
牛
「
メ
モ
リ
ー
　
セ
プ
　

マ
ー
シ
ヤ
」
が
リ
ザ
ー
ブ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

輝
き
、
リ
ザ
ー
ブ
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
も
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
共
進
会
に
は
根
釧
、
網
走
な
ど
二
十
三
の
乳
牛
改
良

同
志
会
か
ら
九
十
頭
が
出
品
さ
れ
、
計
根
別
か
ら
も
十

二
頭
を
出
品
。
審
査
は
米
国
Ａ
Ｂ
Ｓ
グ
ロ
ー
バ
ル
社
の

ラ
リ
ー
・
シ
ャ
ー
ム
氏
が
務
め
、
佐
呂
間
町
の
惣
田
譲

治
さ
ん
が
出
品
し
た
三
歳
牛
「
レ
ー
ク
ビ
ユ
ー
　
ダ
イ

ア
モ
ン
ド
　
ス
タ
ー
　
ゲ
ツ
ツ
」
が
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
及
び
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
選
ば
れ
、
北
村
さ
ん
は
そ
れ
に
続
く
成
績
と
な
り
ま

し
た
。 

　「
セ
プ
　
マ
ー
シ
ャ
」
に
つ
い
て
シ
ャ
ー
ム
氏
は
「
後

乳
房
の
高
さ
・
幅
が
非
常
に
優
れ
、
産
次
を
重
ね
る
ご

と
に
益
々
良
く
な
る
」
と
講
評
。
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
共

進
会
で
の
好
成
績
に
、
関
係
者
は
「
計
根
別
牛
の
次
年

度
の
活
躍
に
大
き
な
期
待
と
希
望
を
持
て
る
」
と
喜
ん

で
い
ま
す
。 

☆ 

計
根
別
の
そ
の
他
上
位
入
賞 

　
五
部
三
位
　
フ
オ
レ
ス
ト
　
Ｊ
Ｂ
　
エ
レ
ガ
ン
ト
　

　
　
　
　
　
　
Ｅ
Ｔ
（
林
　
満
治
） 

　
六
部
二
位
　
ケ
ネ
カ
ラ
ン
ド
　
ペ
ー
シ
ヤ
ス
　
ク
レ

　
　
　
　
　
　
ア
（
ケ
ネ
カ
ラ
ン
ド
） 

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
よ
り 

体
高
の
あ
る
マ
ー
シ
ャ
号
（
右
） 

２
歳
牛
ら
し
く
若
々
し
い
マ
ー
シ
ャ
号 

　
六
月
八
日
に
農
業
高
校
の
畑

に
植
え
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
収
穫

し
ま
し
た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
そ

の
場
で
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
に
し

て
試
食
し
ま
し
た
。 

　
会
員
は
も
ち
ろ
ん
、
植
え
付

け
か
ら
収
穫
ま
で
協
力
し
て
く

れ
た
農
高
生
に
も
「
お
い
し

い
！
」
と
好
評
で
し
た
。 

10/ 5

　
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ナ
シ

ョ
ナ
ル
シ
ョ
ウ
（
安
平
町
早

来
）
に
併
せ
て
開
催
さ
れ
た
全

道
酪
農
教
室
に
七
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
乳
牛
に
関
す
る
ク
イ

ズ
で
基
礎
的
な
学
習
を
行
い
、

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ウ
も
見
学

し
ま
し
た
。 

　
ま
た
「
全
道
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
優

秀
な
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

第
二
部 

　
金
賞
四
席
　
田
中
祥
太 

第
一
部 

　
銀
賞
三
席
　
佐
藤
大
夢 

第
二
部 

　
銀
賞
一
席
　
二
瓶
里
紗 

9/ 27

おいしいおイモを収穫し満足の会員たち 

ナショナルショウの 
会場で行った学習会 
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第
１３
回 

大
成
地
区 

牛
祭
り 

第３４回養老牛・第4回上標津地区 ベビーコンテスト 

日
　
時
　
十
月
四
日 

場
　
所
　
大
成
地
区
共
進
会
場 

出
　
品
　
三
十
一
頭 

審
査
員
　
永
利
嘉
成
氏
（
上
標
津
・
酪
農
家
） 

デ
ー
リ
ー
ク
イ
ー
ン
　
渡
辺
お
り
絵
さ
ん
（
購
買
部
職
員
） 

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

　
Ｈ
Ｅ
Ｆ
　
ク
リ
ス
　
ラ
ン
フ
ア
（
二
部
一
位
）
　
ハ
イ
エ
ス
ト
フ
ァ
ー
ム 

リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

　
ビ
ユ
ー
テ
イ
ト
ツ
プ   
ク
ル
ー
ズ   

ジ
ヤ
ス
テ
イ
ス
（
五
部
一
位
）
権
隨
直
美 

各
部
一
位 

　
特
一
部
　
ビ
ユ
ー
テ
イ
ト
ツ
プ
　
ジ
エ
ス
ロ
　
ス
ト
リ
ー
ト
　
権
隨
直
美 

　
　
一
部
　
プ
ロ
グ
レ
ス
　
ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
　
ト
ウ
イ
ン
　
　
苅
田
憲
幸 

　
　
三
部
　
プ
ラ
ム
ツ
リ
ー
　
ジ
エ
ツ
ド
　
イ
デ
ヤ
　
　
　
　
　
宍
戸
洋
行 

　
　
四
部
　
ハ
ツ
ピ
ー
ラ
イ
フ
　
シ
ル
ク
　
バ
ツ
カ
ナ
ー
レ
　
　
宍
戸
一
哉 

 

 

チャンピオン決定戦 

チャンピオン牛、永利審査員を囲んで 

日
　
時
　
十
月
六
日 

場
　
所
　
養
老
牛
地
区
共
進
会
場 

出
出
　
品
　
三
十
九
頭 

審
査
員
　
北
村
　
篤
氏
（
本
別
・
酪
農
家
） 

デ
ー
リ
ー
ク
イ
ー
ン
　
岡
本
実
千
さ
ん
（
田
中
牧
場
実
習
生
） 

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

　
サ
ン
ハ
イ
　
パ
ラ
ダ
イ
ス
　
ケ
ー
　
フ
ラ
ン
テ
イ
ス
（
四
部
一
位
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
ハ
イ
フ
ァ
ー
ム 

リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

　
フ
ラ
ツ
シ
ー
　
セ
ル
シ
オ
　
ス
ト
リ
ー
ム
（
二
部
一
位
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
影
山
フ
ァ
ー
ム 

　
一
部
　
ケ
ネ
カ
ラ
ン
ド
　
エ
レ
ベ
ー
シ
ヨ
ン
　
フ
ア
イ
ナ
ル
　 

　
　
　
　
エ
ラ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ネ
カ
ラ
ン
ド 

　
三
部
　
ケ
ネ
カ
ラ
ン
ド
　
ブ
ラ
イ
ト
　
Ｆ
Ｃ
　
エ
ル
フ
イ
ン 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ネ
カ
ラ
ン
ド 

　
五
部
　
Ｋ 

Ｓ 

Ｆ
　
バ
レ
ツ
ト
　
ア
デ
イ
オ
ス
　
　
　  

坂
地
浩
二 

　
六
部
　
ブ
ル
ー
ム
ー
ン 

サ
ニ
ー 

カ
ー
シ
ー 

カ
ム
リ
　
永
利
嘉
成 

 

 

13頭が出品され混戦の第４部 

チャンピオン牛・北村審査員と共に 
（左・株田宏さん、右・影山洋平さん） 
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　昭和22年11月19日に農業協同組合法（農協法）が制定され61年目を迎えました。 

　制定当時は戦争の傷跡が生々しく、日本全土が荒廃する中で、国民の食料は不足し、食

料確保の必要性と併せて農民の自主的立場を確立するために農村の民主化が最重要課題で

ありました。　　 

　このような時代背景の中から農協法が施行され、全国各地で農協が設立され、現在に至

っております。 

　農協は農地改革によって生まれた自作農を基本とした「農民の農民による農民のための」

組織として、人々が連帯し助け合うことを意味する「相互扶助」の精神のもとに組合員の

農業経営と生活を守り、より良い地域社会を築くことを目的とした協同組織です。 

　農協法が制定されて以来、経済情勢や社会環境の変化に合わせてＪＡの事業展開や組織

運営手法の変革が求められ、時代に即した法改正によって、組合員の社会的、経済的地位

の向上に大きな役割を果たして参りました。今、私たちは21世紀の初頭を歩んでいますが、

世界に目を向けますと石油の高騰、米国発の金融危機、飢餓・貧困、食料問題、地球温

暖化・環境問題等が深刻化し、いまだに解決の糸口を見いだせない状況にあります。国内

的には市場原理の名の下に行き過ぎた競争社会のひずみが格差社会を生み、年金問題など

と相まって、国民の中に不安が増大しています。このような時代に自主･自立･相互扶助精

神に基づき共生の社会をめざす協同組合組織に対する期待はますます大きくなっています。

私たちは「第25回ＪＡ北海道大会」において、「共に創る　北海道農業と新時代」をテー

マに、組合員とともに多くの国民の信頼と支持を得て新たな時代に積極果敢に挑戦するＪ

Ａを目指すことを決議し、実践しております。北海道農業・ＪＡをめぐる状況は、今後と

もＷＴＯ農業交渉、生産資材高騰等厳しい情勢が予測されますが、組合員、役職員皆様が

農協法の目的と意義を再確認して、ＪＡが地域農業・農村振興の司令塔としての役割を発

揮し、充実した組織として益々発展するよう共に頑張りましょう。 
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成
田
空
港
に
集
合
し
た
視

察
団
十
一
名
は
ホ
テ
ル
で
結

団
式
を
行
い
、
二
十
二
日
午

前
十
一
時
三
十
分
に
ア
メ
リ
カ
ン
航

空
機
で
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
へ
と
出
発
。

十
三
時
間
余
り
の
フ
ラ
イ
ト
の
後
、

現
地
時
間
午
後
三
時
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン

ズ
空
港
に
到
着
し
専
用
車
で
ホ
テ
ル

に
向
か
っ
た
。 

 

　
全
農
グ
レ
イ
ン
本
社
に
て 

　
視
察
団
は
、
午
前
八
時
ホ

テ
ル
を
出
発
し
、
視
察
先
の

ル
イ
ジ
ア
ナ
州
ニ
ュ
ー
オ
リ

ン
ズ
に
あ
る
『
全
農
グ
レ
イ
ン
本

社
』
へ
向
か
っ
た
。 

　
同
社
で
は
篠
原
副
社
長
ら
か
ら
全

農
の
海
外
飼
料
事
業
の
概
要
説
明
を

受
け
た
。
篠
原
副
社
長
は
「
ガ
ル
フ

か
ら
の
年
間
輸
出
量
は
五
〜
六
、
〇

〇
〇
万
ト
ン
で
全
農
グ
レ
イ
ン
の
船

積
み
シ
ェ
ア
は
一
六
〜
一
七
％
。
全

農
グ
レ
イ
ン
の
仕
向
け
先
の
六
〇
％

は
日
本
で
、
そ
の
他
は
中
南
米
、
中
東
、

東
南
ア
ジ
ア
、
中
国
な
ど
。
取
扱
の

五
十
％
は
コ
ー
ン
、
三
五
％
が
大
豆
、

五
％
が
マ
イ
ロ
で
そ
の
他
が
一
〇
％
。

そ
れ
ら
積
荷
の
搬
入
は
九
三
％
が

『
は
し
け
』
か
ら
行
い
、
五
％
を
貨

車
受
け
、
二
％
が
ト
ラ
ッ
ク
受
け
で

あ
る
。
設
立
以
来
変
わ
ら
ぬ
全
農
グ

レ
イ
ン
の
使
命
は
、
良
品
質
の
飼
料

穀
物
を
競
争
力
あ
る
価
格
で
、
安
定

的
か
つ
効
率
的
に
船
舶
輸
送
し
て
日

本
の
系
統
畜
産
農
家
に
お
届
け
す
る

事
で
あ
る
」
と
話
し
て
い
た
。 

　
篠
原
副
社
長
の
説
明
後
、
Ｃ
Ｇ
Ｂ

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
社
の
ミ
ッ
シ
ェ

ル
・
マ
ギ
ー
氏
が
Ｄ
Ｄ
Ｇ
（
バ
イ
オ

エ
タ
ノ
ー
ル
の
残
余
）
情
勢
を
次
の

通
り
説
明
し
た
。「
一
ブ
ッ
シ
ェ
ル

（
約
二
五
㎏
）
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
、

一
〇
・
六
リ
ッ
ト
ル
の
エ
タ
ノ
ー
ル
と
、

七
・
七
㎏
の
Ｄ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
（
蒸
留
粕
）

が
生
産
さ
れ
る
。
エ
タ
ノ
ー
ル
工
場

は
二
〇
〇
五
〜
〇
六
年
が
建
設
ラ
ッ

シ
ュ
だ
っ
た
が
、
二
〇
〇
七
年
に
多

く
の
工
場
が
マ
イ
ナ
ス
収
益
と
な
り
、

多
数
が
建
設
中
止
と
な
っ
た
。
当
初

は
ア
イ
オ
ワ
、
ミ
ズ
ー
リ
、
カ
ン
ザ

ス
州
等
に
多
か
っ
た
が
、
オ
ハ
イ
オ
、

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
に
も
新
工
場
が
建

設
さ
れ
、
現
在
の
建
設
予
定
は
七
二

工
場
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
八
年
の

エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
予
測
は
一
一
〇
億

ガ
ロ
ン
。
Ｄ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
は
二
五
〇
〇
〜

三
三
〇
〇
万
ト
ン
生
産
さ
れ
、
需
要

は
ネ
ブ
ラ
ス
カ
や
カ
ン
ザ
ス
州
で
は

肉
牛
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
酪
農

に
使
わ
れ
、
豚
に
は
一
〇
〜
一
五
％
、

水
産
・
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
に
も
使
用
さ

れ
て
い
る
。
メ
キ
シ
コ
・
カ
ナ
ダ
・

ト
ル
コ
な
ど
に
輸
出
さ
れ
、
Ｃ
Ｇ
Ｂ

社
で
は
二
年
前
に
Ｄ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
チ
ー
ム

ニューオリンズのポンチャートレイン湖に掛かる世界最長のコーズウェイブリッジをバックに ニューオリンズのポンチャートレイン湖に掛かる世界最長のコーズウェイブリッジをバックに 

　ＪＡ全農が主催するアメリカ酪農視察に６月21日～７月３日の13日間にわたり視察し

て参りました。 

○訪問地：ルイジアナ州、イリノイ州、ミズーリ州、ウィスコンシン州、 

　　　　　ニューヨーク州の施設・農場 

購買部資材生活課　佐　藤　厚　柱 

6/216/23
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を
立
ち
上
げ
た
。
当
初
、
五
〇
〇
ト

ン
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
は
月
に

三
万
ト
ン
取
り
扱
っ
て
い
る
」
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
、
Ｃ
Ｇ
Ｂ
社

は
は
し
け
の
取
扱
数
が
全
米
№
１
で

あ
る
。 

　
最
後
に
「
エ
タ
ノ
ー
ル
需
要
や
中

国
の
輸
入
増
加
で
、
日
本
が
輸
入
す

る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
ど
う
な
る
の

か
？
　
米
国
か
ら
の
輸
出
は
大
丈
夫

か
？
　
全
農
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
考

え
は
？
」
な
ど
の
質
問
を
し
た
。
篠

原
副
社
長
は
「
米
国
は
今
後
も
最
大

の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
出
国
で
あ
り
続

け
る
と
考
え
て
い
る
。
日
本
で
一
部

の
人
が
心
配
し
て
い
る
よ
う
な
、
飼

料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
は
な
い
。
米
国
の
長
期
予

測
で
も
飼
料
用
途
は
見
込
ま
れ
て
い
る
。

た
だ
、
価
格
と
な
る
と
、
大
雨
・
洪

水
の
影
響
に
よ
り
作
付
面
積
（
収
穫

量
）
の
減
少
や
、
エ
タ
ノ
ー
ル
工
場

の
増
加
で
上
昇
の
可
能
性
も
大
で
、

一
ブ
ッ
シ
ェ
ル
八
〜
九
ド
ル
も
あ
り

う
る
。
一
方
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

産
小
麦
や
マ
イ
ロ
等
の
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
代
替
作
物
の
情
勢
や
、
畜
産
農
家

の
縮
小
・
エ
タ
ノ
ー
ル
産
業
の
減
退

な
ど
に
よ
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格

に
ブ
レ
ー
キ
が
掛
か
る
可
能
性
も
な

い
で
は
な
い
。
エ
タ
ノ
ー
ル
工
場
は
、

以
前
は
農
家
出
資
の
も
の
が
中
心
だ

っ
た
が
、
こ
の
二
年
程
は
投
資
家
に

よ
る
建
設
も
多
く
、
エ
タ
ノ
ー
ル
利

益
の
減
少
と
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン

の
影
響
で
資
金
調
達
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
」
と
話
し
た
。 

　
篠
原
副
社
長
と
二
人
だ
け
の
時
に
、

将
来
的
な
作
付
面
積
の
拡
大
の
可
能

性
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
副
社
長
は

「
米
国
に
は
、
実
は
広
大
な
休
耕
畑

が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
野
生
環
境
保
全

を
目
的
と
し
た
法
律
に
基
づ
い
て
耕

作
が
中
止
さ
れ
て
い
る
。
一
部
に
は
、

法
律
を
改
正
し
て
再
び
休
耕
畑
を
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
に
し
よ
う
と
い
う
議

論
も
な
さ
れ
て
い
る
。
環
境
を
優
先

す
る
か
、
食
糧
を
優
先
す
る
か
と
い

う
判
断
が
な
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。 

　
昼
過
ぎ
に
全
農
グ
レ
イ
ン
本
社
を

後
に
し
、
次
の
視
察
地
・
『
全
農
グ

レ
イ
ン
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
』
に
向
か
っ
た
。 

 

　
全
農
グ
レ
イ
ン
エ
レ
ベ
ー
タ
ー 

　
同
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
は
伊
藤
穀
物

部
次
長
よ
り
説
明
を
受
け
た
。 

　
サ
イ
ロ
ビ
ン
数
は
七
二
本
（
三
列

×
二
四
）、
そ
の
う
ち
六
〇
本
が
保

管
ビ
ン
、
一
二
本
が
船
積
み
ビ
ン
。

保
管
ビ
ン
の
う
ち
三
本
は
ビ
ン
内
が

四
分
割
さ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
用
と
し
て

使
用
し
て
い
る
。
搬
入
能
力
は
、
バ

ー
ジ
（
は
し
け
）・
貨
車
・
ト
ラ
ッ

ク
の
三
系
列
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
同

時
に
搬
入
可
能
で
あ
る
。
搬
入
量
の

ほ
ぼ
九
五
％
が
バ
ー
ジ
搬
入
と
な
っ

て
お
り
、
バ
ー
ジ
搬
入
能
力
は
二
、

五
〇
〇
ト
ン
／
一
時
間
、
一
日
に
約

四
八
、
〇
〇
〇
ト
ン
を
バ
ー
ジ
か
ら

揚
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
船
積
み
は
、
二
系
列
の
コ
ン
ベ
ア

と
四
基
の
ス
パ
ウ
ト
（
搬
入
機
）
で

行
わ
れ
、
一
時
間
あ
た
り
三
、
〇
〇

〇
ト
ン
の
積
み
込
み
能
力
を
持
ち
、

パ
ナ
マ
ッ
ク
ス
（
パ
ナ
マ
運
河
通
行

用
に
造
ら
れ
た
巨
大
船
）
を
一
日
で

積
み
込
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。 

☆
搬
送
に
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
使
う

こ
と
で
、
穀
物
へ
の
ス
ト
レ
ス
を

軽
減
し
、
穀
物
の
破
砕
が
最
小
限

に
留
ま
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
は
他
に
計
量
機

や
乾
燥
機
、
ク
リ
ー
ナ
ー
な
ど
が

設
備
さ
れ
て
い
る
。 

☆
こ
こ
で
の
穀
物
の
流
れ
は
、
バ
ー

ジ
か
ら
降
ろ
さ
れ
た
穀
物
を
コ
ン

ベ
ア
で
計
量
棟
に
送
り
、
計
量
・

サ
ン
プ
リ
ン
グ
後
、
保
管
ビ
ン
に

納
め
る
。
出
荷
は
サ
イ
ロ
底
に
あ

る
三
系
列
の
コ
ン
ベ
ア
で
行
わ
れ
、

ミ
ッ
ク
ス
・
ブ
レ
ン
ド
し
て
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
後
、
再
度

計
量
棟
に
送
ら
れ
る
。
計
量
棟
で

輸
出
向
け
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
と
計

量
が
行
わ
れ
、
コ
ン
ベ
ア
で
船
積

み
ビ
ン
に
入
り
、
連
邦
穀
物
検
査

局
（
Ｆ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
の
検
査
結
果
を

待
つ
。
　 

　
輸
出
規
格
に
合
格
し
た
穀
物
は
、

船
積
み
ビ
ン
よ
り
荷
積
み
さ
れ
日
本

な
ど
へ
輸
出
さ
れ
る
。 

ニューオリンズのポンチャートレイン湖に掛かる世界最長のコーズウェイブリッジをバックに 

世界最長の橋コーズウェイブリッジ 全農グレインでの研修  篠原副社長が説明 
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伊
藤
次
長
の
説
明
の
後
、
視
察
団

は
初
日
の
視
察
を
終
え
専
用
車
で
ホ

テ
ル
に
向
か
っ
た
。 

　
ロ
ッ
ク
ア
ン
ド
ダ
ム
２６ 

　
午
前
五
時
に
ホ
テ
ル
を
出

発
し
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
空
港

へ
。
セ
ン
ト
ル
イ
ス
行
き
の

便
に
乗
り
、
午
前
八
時
三
十
分
に
セ

ン
ト
ル
イ
ス
空
港
に
到
着
。
視
察
先

の
イ
リ
ノ
イ
州
ア
ル
ト
ン
に
あ
る

『
ロ
ッ
ク
ア
ン
ド
ダ
ム
26
』
へ
向
か

っ
た
。 

　
ロ
ッ
ク
ア
ン
ド
ダ
ム
と
は
バ
ー
ジ

（
は
し
け
）
が
通
行
す
る
の
に
充
分

な
水
位
（
二
ｍ
七
〇
㎝
）
を
維
持
す

る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
施
設
。
全
部

で
二
九
ケ
所
あ
り
防
衛
上
重
要
で
あ

る
た
め
米
国
陸
軍
が
管
理
し
て
い
る
。 

　
バ
ー
ジ
は
、
米
国
中
西
部
に
お
け

る
主
要
な
輸
送
手
段
の
ひ
と
つ
で
、

と
う
も
ろ
こ
し
や
大
豆
な
ど
は
イ
リ

ノ
イ
州
や
ア
イ
オ
ワ
州
な
ど
の
穀
倉

地
帯
か
ら
、
輸
出
港
で
あ
る
ニ
ュ
ー

オ
リ
ン
ズ
ま
で
、
こ
の
バ
ー
ジ
を
用

い
て
輸
送
さ
れ
る
。 

　
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
川
流
域
に
あ
る
ロ

ッ
ク
ア
ン
ド
ダ
ム
26
は
、
米
国
内
の

最
大
か
つ
最
新
の
施
設
で
、
二
十
年

の
歳
月
と
一
、
〇
〇
〇
億
円
の
費
用

を
か
け
て
建
設
さ
れ
た
。 

　
ゲ
ー
ト
は
九
つ
で
大
小
二
種
類
の

ゲ
ー
ト
が
あ
る
。
大
き
な
ゲ
ー
ト
は

長
さ
三
六
〇
ｍ
×
幅
三
三
ｍ
、
小
さ

な
ゲ
ー
ト
は
長
さ
一
八
〇
ｍ
×
幅
三

三
ｍ
で
あ
る
。
バ
ー
ジ
が
ゲ
ー
ト
に

入
る
と
後
方
の
扉
が
閉
ま
り
、
水
位

を
調
整
後
に
前
方
の
扉
を
開
い
て
バ

ー
ジ
を
開
放
す
る
。 

　
バ
ー
ジ
は
、
一
隻
に
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
換
算
で
一
、
五
〇
〇
ト
ン
積
載
可

能
で
あ
り
、
一
五
隻
（
横
三
隻
×
縦

五
隻
、
計
二
二
、
五
〇
〇
ト
ン
＝
ト

ラ
ッ
ク
八
七
〇
台
、
貨
車
二
二
五
台

分
）
を
ひ
と
つ
の
単
位
と
し
動
力
船

（
ト
ゥ
・
ボ
ー
ト
）
の
牽
引
に
よ
っ

て
輸
送
す
る
。 

　
ロ
ッ
ク
ア
ン
ド
ダ
ム
26
は
バ
ー
ジ

が
船
団
の
ま
ま
で
も
通
過
可
能
な
ゲ

ー
ト
が
あ
り
、
わ
ず
か
三
〇
分
で
通

過
で
き
る
。
他
の
ロ
ッ
ク
ア
ン
ド
ダ

ム
で
は
一
度
バ
ー
ジ
を
バ
ラ
さ
な
く

て
は
な
ら
な
い
た
め
通
過
に
二
時
間

を
要
す
る
が
、『
26
』
は
上
流
で
ミ

シ
シ
ッ
ピ
ー
、
イ
リ
ノ
イ
両
河
が
合

流
し
、
バ
ー
ジ
通
行
量
が
多
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
効
率
的
な
通
過
が
可

能
に
な
っ
て
い
る
。 

　
ロ
ッ
ク
ア
ン
ド
ダ
ム
は
軍
が
管
理

し
て
い
る
た
め
、
燃
料
の
軽
油
代
は

税
金
（
一
ガ
ロ
ン
あ
た
り
二
六
セ
ン

ト
）
で
賄
わ
れ
て
い
る
。 

　
視
察
し
た
こ
の
頃
は
、
大
雨
の
影

響
で
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
川
の
水
位
が
上

昇
し
、
一
九
九
三
年
の
大
洪
水
時
に

近
い
水
位
で
、
常
時
ダ
ム
を
開
放
し

て
い
た
。（
セ
ン
ト
ル
イ
ス
上
空
か

ら
は
、
洪
水
で
家
屋
浸
水
し
て
い
る

様
子
が
見
ら
れ
た
。） 

 

　
Ｃ
Ｇ
Ｂ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
社 

　
午
後
か
ら
は
Ｃ
Ｇ
Ｂ
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ
社
ネ
ー
プ
ル
ズ
を
視
察
。
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ブ
レ
ッ
ト
・
ロ
ー
ク

氏
か
ら
説
明
を
う
け
た
。 

増水したミシシッピー川 
ロック＆ダム26の前で  連日くもり時々雨… 

6/24

いつもより増水しているミシシッピー川と 
全農グレインのローディング施設 

バージ（はしけ）から荷卸している様子 

本船への積み込み風景 
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ロ
ー
ク
氏
の
説
明
は
以
下
の
通
り
。 

「
Ｃ
Ｇ
Ｂ
社
は
米
国
内
の
穀
物
生
産

農
家
か
ら
穀
物
を
集
荷
し
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
（
カ
ン
ト
リ
ー
、
リ
バ
ー
）

で
調
製
・
保
管
。
バ
ー
ジ
な
ど
で
運

搬
し
、
輸
出
（
主
に
全
農
グ
レ
イ
ン

向
け
）
あ
る
い
は
国
内
向
け
に
出
荷

す
る
全
農
と
伊
藤
忠
商
事
の
出
資
会

社
で
あ
る
。 

　
ネ
ー
プ
ル
ズ
の
リ
バ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
Ｃ
Ｇ
Ｂ
で
最
大
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
で
あ
り
、
約
二
、
六
〇
〇

戸
の
生
産
農
家
と
契
約
を
行
っ
て

い
る
。 

　
受
け
入
れ
チ
ェ
ッ
ク
は
、
ト
ラ
ッ

ク
ス
ケ
ー
ル
で
原
料
受
け
入
れ
の
際

に
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
行
い
、
品
質
と

Ｇ
Ｍ
Ｏ
・
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
の
輸
出
グ
レ
ー

ド
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。
現

在
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
大
豆
の
合

計
一
二
品
目
の
原
料
を
色
分
け
し
て

区
別
し
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
が
持
っ

て
き
た
カ
ー
ド
の
色
と
照
合
し
チ
ェ

ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
サ
ン

プ
リ
ン
グ
室
で
は
水
分
、
ダ
メ
ー
ジ
、

未
承
認
Ｇ
Ｍ
Ｏ
の
テ
ス
ト
を
行
う
ほ
か
、

ス
タ
ー
チ
、
オ
イ
ル
、
Ｃ
Ｐ
を
測
定

し
て
い
る
。 

　
受
け
入
れ
ピ
ッ
ト
は
二
つ
あ
り
、

一
つ
は
Ｉ
Ｐ
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
さ
れ
た

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
用
、
も
う
一
つ
は
Ｇ

Ｍ
Ｏ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
お
よ
び
大
豆
で
、

一
ピ
ッ
ト
一
二
五
ト
ン
、
日
量
一
万

ト
ン
ま
で
受
け
入
れ
可
能
。
ト
ラ
ッ

ク
ス
ケ
ー
ル
で
の
結
果
を
確
認
後
に

受
け
入
れ
を
行
い
、
検
査
結
果
が
で

る
ま
で
バ
ー
ジ
は
出
航
さ
せ
ず
に
係

留
し
て
お
く
。 

　
保
管
は
農
家
か
ら
受
け
入
れ
た
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
を
サ
イ
ロ
で
保
管
す
る

期
間
は
最
大
一
年
。
サ
イ
ロ
ビ
ン
に

は
送
風
装
置
が
設
置
し
て
あ
り
、
品

質
の
安
定
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。

ビ
ン
と
外
気
温
に
差
が
あ
る
と
霜
が

発
生
す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
同
じ

温
度
に
な
る
よ
う
に
保
っ
て
い
る
。

霜
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
の
発
生
は
、
最

大
で
も
五
％
で
あ
る
。 

 

　
マ
イ
ク
氏
の
農
場 

　
次
に
、
視
察
団
は
Ｃ
Ｇ
Ｂ
社
と
の

契
約
農
家
で
あ
る
『
マ
イ
ク
氏
の
農

場
』
へ
。 

　
経
営
規
模
は
二
、
〇
〇
〇
エ
ー
カ

ー
（
八
〇
〇
ha
）
の
畑
（
三
農
場
に

分
割
）
を
所
有
し
、
一
、
二
〇
〇
エ

ー
カ
ー
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
八
〇
〇

エ
ー
カ
ー
に
大
豆
を
作
付
け
し
て
い
る
。

全
面
積
の
三
〇
％
を
占
め
る
一
農
場

を
Ｇ
Ｍ
Ｏ（
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
）

化
し
、
残
り
二
農
場
は
Ｎ
ｏ
ｎ-

Ｇ

Ｍ
Ｏ
で
あ
る
。
マ
イ
ク
氏
は
「
今
後

も
七
割
の
Ｎ
ｏ
ｎ-

Ｇ
Ｍ
Ｏ
作
物
栽

培
を
継
続
し
た
い
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

「
近
年
に
な
い
降
水
量
の
多
さ
で
、

全
体
の
二
〇
〜
二
五
％
の
収
量
ダ
ウ

ン
を
覚
悟
し
て
い
る
が
、
Ｃ
Ｇ
Ｂ
と

は
二
十
年
来
の
付
き
合
い
で
、
収
穫 

受け入れピット 

トラックからサンプルを採取する装置 

バージへの積み込み風景 
ネープルズの概要と産地の状況を研修 

トウモロコシの圃場 
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時
期
の
融
通
出
荷
等
に
よ
り
信
頼
関

係
が
築
け
て
い
る
の
で
、
今
後
も
Ｃ

Ｇ
Ｂ
へ
の
出
荷
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
の
話
を
聞
き
、
Ｃ
Ｇ
Ｂ
の
誠

実
な
仕
事
ぶ
り
に
好
感
を
持
っ
た
。 

　
マ
イ
ク
氏
に
別
れ
を
告
げ
た
視
察

団
は
宿
泊
先
で
あ
る
ス
プ
リ
ン
グ
フ

ィ
ー
ル
ド
へ
向
か
っ
た
。 

 

　
午
前
六
時
三
十
分
、
次
の

視
察
地
で
あ
る
マ
デ
ィ
ソ
ン

へ
出
発
。
午
後
四
時
に
到
着

し
た
。 

 

　
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
立
大
学
で 

　
『
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
立

大
学
』
へ
。
マ
イ
ク
・
ラ
ン

キ
ン
博
士
に
よ
る
ミ
ニ
セ
ミ

ナ
ー
を
受
講
し
た
。 

☆
マ
イ
ク
・
ラ
ン
キ
ン
博
士
の
ミ
ニ

セ
ミ
ナ
ー 

「
収
量
と
品
質
の
た
め
の
粗
飼
料
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」 

一
　
刈
り
取
り
時
の
水
分
調
整 

　
（
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
の
場
合
） 

™

刈
り
取
り
の
時
の
集
草
は
で
き
る

だ
け
幅
の
広
い
ウ
イ
ン
ド
ロ
ー
で
。 

™

水
分
は
六
五
％
に
。 

™

幅
広
の
ウ
イ
ン
ド
ロ
ー
は
水
分
調

整
に
効
果
が
あ
る
。 

™

広
く
す
る
こ
と
で
、
刈
り
取
り
後

九
時
間
程
度
で
水
分
を
六
五
％
に

す
る
こ
と
が
出
来
る
。 

二
　
土
壌
の
混
入
の
問
題 

™

飼
料
へ
の
灰
分
の
混
入
は
問
題
を

引
き
起
こ
す
。 

™
灰
分
の
混
入
は
ミ
ネ
ラ
ル
を
供
給

す
る
が
カ
ロ
リ
ー
は
供
給
し
な
い
。 

™

土
壌
混
入
の
要
因 

　
飼
料
の
倒
伏
に
よ
る
。
デ
ィ
ス
ク

モ
ア
ー
に
よ
る
。
集
草
レ
ー
キ
に

よ
る
。 

　
刈
り
取
り
の
低
さ
に
よ
る
。 

　
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、『
大
学
農
場
』

を
視
察
。
最
近
完
成
し
、
訪
問
前
週

に
牛
を
移
動
し
た
ば
か
り
の
新
築
牛

舎
で
あ
っ
た
。 

 

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
立
大
学
農
場 

™

搾
乳
頭
数
二
六
〇
頭
（
収
容
頭
数

五
五
〇
頭
） 

™

平
均
乳
量
一
、
六
〇
〇
㎏
／
年 

™

体
細
胞
数
二
五
万
／
ml 

™

Ｄ
Ｍ
Ｉ 

二
一
・
八
㎏
／
日 

™

設
計
乳
量
は
三
八
・
六
㎏
／
日 

™

グ
ル
ー
プ
ペ
ン
と
個
体
タ
イ
ス
ト

ー
ル
が
備
わ
っ
て
い
る
。 

™

敷
料
は
砂
。
ス
ク
レ
ー
パ
ー
で
集

6/256/26

マイク・ランキン博士 

刈り取り適期のアルファルファ（蕾が出た頃）… 
開花初期では遅い！ 

マイク氏自慢のハーベスター 

トウモロコシ畑をバックに 

研修風景（立っているのは通訳中の全農末川氏） 

マイク氏の説明を熱心に聞く視察団 
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換気扇（風力は相当強い） 

め
た
後
、
砂
を
分
離
、
天
日
乾
燥

を
行
い
再
利
用
す
る
。
除
糞
は
五

回
／
日
。 

™

搾
乳
パ
ー
ラ
ー
は
一
六
頭
ダ
ブ
ル

（
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
サ
ー
ジ
社
）。

八
頭
ず
つ
の
搾
乳
に
も
対
応
可
能
。 

™
現
在
の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
粗
濃
比
は
現
物

で
七
〇
％
。
う
ち
粗
飼
料
は
コ
ー

ン
が
六
〇
％
、
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ

混
播
サ
イ
レ
ー
ジ
が
四
〇
％
。
濃

厚
飼
料
部
分
に
コ
ー
ン
の
ほ
か
綿

実
、
Ｄ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
な
ど
を
使
用
。 

™

四
〇
日
乾
乳
。
コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー

ジ
主
体
。 

 

　
農
場
視
察
後
の
午
後
一

時
か
ら
ラ
ン
デ
ィ
ー
・
シ

ェ
ー
バ
ー
博
士
に
よ
る
ミ

ニ
セ
ミ
ナ
ー
『
ウ
ィ
ス
コ

ン
シ
ン
州
立
大
学
周
辺
の

高
成
績
農
場
の
概
要
』
を

受
講
し
た
。 

　
　
　
　
　
次
号
へ
続
く 

パーラー 

フリーストール 

砂ベッド 

TMR  比較的長いヘイを使用 

　
計
根
別
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
「
計
根
別
ユ
ニ
オ
ン

ズ
」
は
十
月
二
十
九
日
、
計
根
別

バ
ス
セ
ン
タ
ー
で
交
通
安
全
街
頭

啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。
九
月
に

出
場
し
た
初
の
全
道
大
会
出
場
の

た
め
に
寄
付
し
て
く
れ
た
地
域
に

恩
返
し
し
よ
う
と
行
っ
た
も
の
で

す
。 

　
長
谷
川
孝
二
さ
ん
ら
選
手
の
父

母
方
が
「
こ
の
寄
付
の
重
み
を
子

供
た
ち
に
も
知
っ
て
ほ
し
い
」
と

こ
の
地
域
奉
仕
活
動
を
企
画
。
選

手
と
父
兄
の
三
十
名
ほ
ど
が
交
通

安
全
の
タ
ス
キ
を
掛
け
、
反
射
板

ホ
ル
ダ
ー
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
交
通

安
全
啓
発
グ
ッ
ズ
を
手
渡
し
ま
し

た
。 

「安全運転をお願いしまーす！」と 
ドライバーに呼びかける選手たち 
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年部　　　版 

　
十
月
十
六
日
秋
空
の
下
、
本
年
度
の
ロ
ー
ル
看
板

を
役
員
・
各
支
部
役
員
総
勢
十
五
名
で
作
成
し
ま
し

た
。
今
年
の
標
語
は
上
標
津
支
部
か
ら
提
案
さ
れ
た

標
語
を
基
に
「
広
げ
よ
う
！
牛
乳
の
輪
！
」
と
し
、

も
っ
と
乳
製
品
消
費
拡
大
を
！
と
い
う
願
い
と
、
多

少
の
ユ
ー
モ
ア
を
盛
り
込
ん
で
作
製
い
た
し
ま
し
た
。 

　
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ラ
ッ
プ
マ
シ
ー
ン
は
計
根
別
支
部

が
用
意
し
、
鈴
木
部
長
の
指
示
で
次
々
に
置
か
れ
て

い
く
二
十
二
個
の
ロ
ー
ル
に
カ
ラ
ー
テ
ー
プ
で
文
字

を
貼
り
付
け
、
お
よ
そ
二
時
間
の
作
業
で
無
事
完
成

し
ま
し
た
。 

　
作
業
を
終
え
て
軽
い
食
事
の
後
、
パ
チ
リ
と
写
し

た
写
真
で
の
皆
の
表
情
は
「
満
足
！
」
と
「
ジ
ョ
ー

ク
が
解
か
る
か
な
？
」
の
複
雑
な
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て

い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
（
笑
）。
　 

 

　
九
月
二
十
日
別
海
町
農
村
ふ
れ
あ
い
広

場
に
て
、
第
三
十
九
回
別
海
町
産
業
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
青
年
部
も
参
加
協

力
し
、
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ン
バ
ー
グ
販
売
を
行

い
ま
し
た
。 

　
前
日
か
ら
仕
込
ん
で
お
い
た
約
三
〇
〇

食
分
の
ハ
ン
バ
ー
グ
を
二
回
に
分
け
て
焼

き
上
げ
、
ミ
ル
メ
ー
ク
と
牛
乳
の
セ
ッ
ト

を
合
わ
せ
て
一
〇
〇
円
で
販
売
で
す
。 

　
当
日
は
快
晴
で
お
客
さ
ん
の
入
り
も
良

く
、
鉄
板
の
前
で
ハ
ン
バ
ー
グ
を
焼
く
作

業
に
も
自
然
と
気
合
が
入
り
ま
す
。
二
回
の
販
売
と
も
約
十
五
分
で

売
切
れ
！
買
い
そ
び
れ
た
お
客
さ
ん
か
ら
は
「
食
べ
損
な
っ
た
！
次

は
ど
こ
で
や
る
の
？
」
な
ど
の
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
十
月
二
十
八
日
ウ
コ
ウ
ボ
ウ
ル
に
て
、

青
年
部
交
流
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
上
標

津
・
養
老
牛
支
部
主
催
で
開
催
し
ま
し
た
。 

　
部
員
三
十
六
名
、
職
員
九
名
の
総
勢
四

十
五
名
で
十
五
レ
ー
ン
を
使
用
し
、
ス
ト

ラ
イ
ク
や
ス
ペ
ア
ー
が
出
る
度
に
、
ハ
イ

タ
ッ
チ
と
大
き
な
歓
声
で
交
流
を
深
め
た

夜
と
な
り
ま
し
た
。 

　
成
績
は
、
個
人
の
部
の
優
勝
が
杉
本
聡

史
君
（
四
二
五
点
）、
準
優
勝
が
株
田
悠

介
君
（
三
三
六
点
）。
団
体
戦
の
優
勝
は

西
竹
支
部
Ａ
Ｖ
Ｇ
一
四
九
点
、
準
優
勝
が

養
老
牛
支
部
で
Ａ
Ｖ
Ｇ
一
三
四
点
で
し
た
。 

別
海
町
産
業
祭
　
青
年
部
出
店
！ 

支部を超えての交流 

個人優勝の杉本君 長蛇の列ができたハンバーグ売場 

こ
の
日
は
大
成
支
部
と
三
役
が
担
当 
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青
年
部
員
と
し
て
の
十
六
年
間
は
、
息
つ
く
暇
も
無
い
ほ
ど
に
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
初
々
し
い
新
入
部
員
か
ら
中
賢
部
員
と
な
り
、
ふ

と
振
り
返
る
と
二
十
歳
も
年
下
の
部
員
が
居
る
で
は
な
い
で
す
か
…
。 

　
組
織
の
中
で
の
自
分
自
身
の
立
ち
位
置
を
知
る
と
、
充
実
感
が
あ
る
反
面
、

言
い
知
れ
ぬ
寂
し
さ
に
胸
が
一
杯
に
な
る
と
き
が
あ
り
ま
し
た
。
青
年
部
長
と

い
う
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
そ
れ
を
退
任
す
る
際
に
、『
宍

戸
部
長
と
鈴
木
部
長
の
三
年
間
を
見
届
け
て
退
部
し
よ
う
』
と
心
に
決
め
、
概

ね
四
十
歳
に
達
し
て
し
ま
っ
た
。
達
成
感
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
得
た
も
の
失

っ
た
も
の
、
折
々
で
の
悔
し
さ
や
憤
り
と
い
っ
た
全
て
を
心
に
刻
み
、
こ
れ
か

ら
の
心
の
糧
と
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

　
願
わ
く
は
、
仲
間
同
士
と
し
て
互
い
の
立
場
を
認
め
合
い
、
育
て
よ
う
と
す

る
気
持
ち
そ
し
て
育
と
う
と
す
る
気
持
ち
を
抱
き
、
一
歩
と
は
言
わ
ず
皆
一
緒

に
今
よ
り
も
二
歩
も
三
歩
も
前
に
進
ん
で
も
ら
え
た
な
ら
。
と
思
い
ま
す
。 

「
い
つ
の
間
に
か
青
年
部
を
や
め
て
い
た
ん
だ
ね
」
っ
て
風
に
ス
ー
ッ
と
居
な

く
な
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
こ
の
文
章
を
書
い
た
こ
と
で
ご
容
赦
下
さ
い
。 

　
盟
友
の
皆
さ
ん
に
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 
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十
月
十
五
日
、
緑
会
会
員
四
名
が

参
加
し
て
「
布
ぞ
う
り
の
マ
ス
コ
ッ

ト
」
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
講
師
は

部
員
の
田
中
繁
子
さ
ん
で
、
み
ん
な

で
作
り
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。 

　
始
め
に
ス
ズ
ラ
ン
テ
ー
プ
を
六
つ

に
裂
き
、
そ
れ
を
一
本
一
本
こ
よ
り

に
し
ま
す
が
、
な
か
な
か
両
手
の
擦

り
合
わ
せ
が
う
ま
く
い
か
な
い
な
ど
、

最
初
か
ら
笑
い
が
止
ま
ら
な
い
雰
囲

気
と
な
り
ま
し
た
。 

　
編
み
始
め
る
と
、
み
な
下
を
向
い

た
ま
ま
黙
々
と
行
う
作
業
が
続
き
ま

し
た
が
、
途
中
で
わ
か
ら
な
く
な
っ

た
と
き
に
は
み
ん
な
で
話
し
合
っ
た
り
、

田
中
さ
ん
に
聞
い
た
り
し
て
、
半
足

を
編
ん
だ
後
に
は
、
最
近
の
出
来
事

の
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

　
昼
食
後
に
は
も
う
片
方
を
編
み

始
め
、
最
初
に
作
っ
た
も
の
を
参
考

に
自
分
た
ち
で
作
り
上
げ
、
無
事
一

足
分
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

　
と
て
も
小
さ
な
布
ぞ
う
り
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
心
が
込
め
ら
れ
た
作

品
で
、
み
ん
な
満
足
し
て
い
ま
し
た
。 

　
十
月
一
日
、
青
葉
会
の
九
名
参

加
し
て
、
十
一
月
十
二
〜
十
三
日

に
札
幌
で
開
か
れ
る
「
北
海
道
女

性
大
会
・
北
海
道
家
の
光
大
会
」

に
も
出
展
す
る
家
の
光
記
事
活
用

作
品
手
作
り
エ
コ
バ
ッ
グ
を
作
り

ま
し
た
。 

　
当
日
で
出
来
上
が
る
よ
う
部
員

に
は
布
・
ミ
シ
ン
を
準
備
し
て
も

ら
い
、
ま
ず
型
紙
を
布
に
写
す
こ

と
か
ら
始
ま
り
、
マ
チ
の
取
り
方

が
解
ら
な
い
時
は
隣
同
士
で
教
え

あ
っ
た
り
と
、
お
互
い
に
協
力
し

な
が
ら
布
の
裁
断
を
し
、
そ
れ
を

ミ
シ
ン
縫
い
（
中
に
は
手
縫
い
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
の
人
も
…
）
し
ま

し
た
。 

　
縫
い
始
め
る
と
み
な
更
に
真
剣

に
な
っ
て
シ
ー
ン
と
し
、
ミ
シ
ン

の
音
だ
け
が
聞
こ
え
る
場
面
も
あ

る
ほ
ど
で
し
た
。 

　
ま
た
、
折
れ
て
使
え
な
く
な
っ

た
傘
の
布
を
利
用
し
て
、
雨
の
日

で
も
使
え
る
バ
ッ
グ
も
作
り
ま
し

た
。 

　
会
員
は
出
来
上
が
っ
た
バ
ッ
グ

に
何
か
手
を
加
え
よ
う
と
、
ポ
ケ

ッ
ト
や
リ
ボ
ン
を
付
け
た
り
と
発

想
豊
か
で
、
九
名
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
あ
る
エ
コ
バ
ッ
グ
が
完
成
し
ま

し
た
。 

まずは型紙写しからはじめます 

個性あふれる作品ができました 

かわいいぞうりができました 

田中さん（右）に教わりながら 
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九
月
二
十
四
〜
二
十
六
日
の

日
程
で
十
勝
方
面
へ
行
き
、
中

札
内
村
を
中
心
に
見
学
と
視
察

を
し
て
き
ま
し
た
。 

　
三
日
間
と
も
大
変
良
い
天
気

で
、
コ
ー
ン
や
じ
ゃ
が
い
も
の

収
穫
と
秋
蒔
き
の
小
麦
畑
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
一
日
目
は
、
池
田
ワ
イ
ン
城

の
見
学
、
二
日
目
は
生
キ
ャ
ラ

メ
ル
で
話
題
の
「
花
畑
牧
場
」

に
「
真
鍋
庭
園
」
と
「
紫
竹
ガ

ー
デ
ン
」。
カ
ー
ト
を
使
っ
て

見
て
回
っ
た
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
ク

「
日
新
の
丘
・
正
直
村
」。
さ

ら
に
帯
広
市
の
「
八
千
代
公
共

育
成
牧
場
」
は
総
面
積
九
七
六
ha

と
広
大
で
、
夏
期
放
牧
一
、
五
五
〇

頭
が
可
能
な
牧
場
と
冬
期
飼
育
五
七

〇
頭
が
入
る
育
成
舎
な
ど
が
あ
り
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

ハ
ウ
ス
、
宿
泊
も
で
き
る
畜
産
研
修

セ
ン
タ
ー
や
畜
産
物
加
工
研
修
セ
ン

タ
ー
な
ど
、
施
設
が
大
変
整
え
ら
れ

た
公
共
育
成
牧
場
で
し
た
。 

　
次
に
「
思
い
や
り
フ
ァ
ー
ム
」
は
、

業
界
内
で
の
女
性
の
自
立
を
目
指
し

「
中
札
内
村
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ァ
ー
ム
」

と
し
て
設
立
さ
れ
、
改
名
後
現
在
に

至
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　
常
に
牛
の
立
場
、
牛
の
目
線
で
牛

の
個
性
と
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
、
牛
も

土
も
本
来
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
に
戻

す
努
力
を
続
け
、
無
農
薬
、
無
配
合

飼
料
の
酪
農
を
貫
い
て
、
い
ま
日
本

で
唯
一
の
無
殺
菌
牛
乳
「
お
も
い
や

り
牛
乳
」
を
販
売
し
て
い
ま
し
た
。 

　
三
日
目
は
、
柳
月
「
ス
イ
ー
ト
ピ

ア
ガ
ー
デ
ン
」
の
工
場
見
学
と
ク
ッ

キ
ー
作
り
を
体
験
し
、
十
勝
で
の
研

修
を
無
事
終
え
ま
し
た
。 

　
時
間
的
に
大
変
ハ
ー
ド
な
三
日
間

で
し
た
が
、
楽
し
く
仲
間
作
り
も
で
き
、

得
る
事
も
多
く
、
今
後
の
女
性
部
活

動
に
少
し

で
も
生
か

し
て
い
け

れ
ば
と
思

い
ま
す
。 

西
　
丸
　
ア
ヤ
子 

「思いやりファーム」でオーナーの説明を受けました 

「紫竹ガーデン」の気さくな社長（前列中央）とともに 

「スイートピアガーデン」でのクッキー作り 
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養
老
牛
地
区
の
「
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
（
兼

第
四
十
二
回
勤
労
感
謝
祭
）」（
養
老
牛
小
学

校
・
養
老
牛
あ
す
を
築
く
会
主
催
）
が
十
月

十
九
日
に
同
小
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
保
育
所
に
通
う
児
童
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

住
民
が
一
体
と
な
っ
て
楽
し
ん
だ
当
日
の
演

目
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。 

第42回勤労感謝祭 

↓保育所の園児がかわいい 
　「七匹の子やぎ」 

↑１・２年生による 
「きつねのおきゃくさま」 

↓保育所児童が力演 
　「よさこいソーランロック」 

↑３・４年生の劇「どくがめ」 

↑養老牛の“新人”によるひみつのダンス 

↑天寿会によるコーラス「星影のワルツ」 

←
小
学
校
全
校
児
童
が
躍
動
し
た 

　「
江
差
も
ち
つ
き
ば
や
し
」 

↑小学校全校児童ほかによる合奏 
　「養老牛メドレー２００８」 

↑築く会の変な？ダンス「テ苦パ裸」 

→
１
〜
４
年
生
の
元
気
さ
が 

　
伝
わ
っ
て
き
た
合
唱 

←「
そ
の
ま
ん
マ
ン
ボ
」 

↑築く会の迷演技「日本昔ばなし」 ↑PTAによるバンド演奏「負けないで」他 
↑５･６年生の熱演が光った「はにわ」 

↑５・６年生の合奏「With you smile」 
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農高 

　
生
産
技
術
科
三
年
の
室

井
義
継
君
は
、
十
月
二
十

二
・
二
十
三
日
に
佐
賀
県

で
開
か
れ
た
第
五
十
九
回

日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全

国
大
会
の
農
業
鑑
定
競
技

畜
産
部
門
で
優
秀
賞
に
入

賞
し
ま
し
た
。 

　
競
技
に
は
八
十
名
が
出

場
。
六
三
五
項
目
の
中
か

ら
「
ブ
タ
の
増
体
率
」、「
ニ
ワ
ト

リ
の
産
卵
率
、
骨
格
部
位
」
な
ど

四
十
問
が
出
題
さ
れ
、
室
井
君
は

最
優
秀
に
次
ぐ
優
秀
賞
（
二
十
五

名
）
を
受
賞
。
室
井
君
は
「
緊
張

は
せ
ず
あ
る
程
度
実
力
は
発
揮
で

き
た
が
、
成
績
に
は
納
得
で
き
て

ま
せ
ん
」
と
、
最
優
秀
を
逃
し
た

本
音
も
チ
ラ
リ
。
そ
れ
で
も

「
大
会
に
向
け
た
勉
強
に
付
き

合
っ
て
く
れ
た
先
生
や
友
人
の

お
か
げ
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま

す
。 

 

そ
の
他
の
全
国
大
会
出
場
者 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会 

「
酪
農
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
分

会
（
船
越
悠
矢
他
五
名
）」 

農
業
情
報
処
理
競
技 

　
熊
坂
香
介
君
（
生
産
技
術
科

三
年
） 

 

　
計
根
別
小
の
四
年
生
十
四
名
が

春
か
ら
秋
に
か
け
、
野
菜
作
り
や

乳
牛
な
ど
を
学
ぶ
二
十
年
度
食
育

学
校
が
こ
の
ほ
ど
終
了
。
十
一
月

七
日
に
は
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
に
入
宇
田
尚
樹
校

長
か
ら
卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。 

　
式
で
は
生
徒
全
員
が
感
想
を
発

表
。「
野
菜
を
育
て
る
こ
と
は
、

た
く
さ
ん
の
時
間
と
苦
労
が
か
か

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
」
「
雨
の

中
、
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
ジ

ャ
ガ
イ
モ
を
掘
っ
た
こ
と
が
一
番

の
思
い
出
」「
高
校
生
に
親
切
に

し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
う
れ
し
か

っ
た
」
な
ど
、
様
々
な
感
想
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

優秀賞の賞状を手に 

入宇田校長から一人ひとりに卒業証書を授与 

大会看板の前で 

農業鑑定競技（畜産部門）で 

「
モ
ア
ン
そ
ば
」を 

　
目
と
舌
で
堪
能 

　
計
根
別
新
そ
ば
祭
り
が
十
月
二

十
六
日
に
中
標
津
町
交
流
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
地
元
で
栽
培
さ
れ
た
「
モ
ア
ン

そ
ば
」
を
味
わ
お
う
と
始
ま
っ
た

祭
り
も
今
年
で
三
回
目
。
会
場
で

は
食
事
テ
ー
ブ
ル
を
取
り
囲
む
形

で
「
中
標
津
そ
ば
打
ち
同
好
会
」
の
メ
ン
バ
ー
約
十
名
に
よ

る
そ
ば
打
ち
も
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
来
場
者
は
、
目
と
舌
の

両
方
で
手
打
ち
そ
ば
を
堪
能
し
ま
し
た
。 
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根室農業改良普及センター 

北根室支所 

272-2163

　肥料価格が高騰してきています。土壌分析と自給肥料の有効活用により余分な施肥を抑え肥料費の低減に
努めましょう。 
 
土壌分析でほ場のばらつきを把握し、施肥の 
効率化を図る 
　図１はＨ19年の北根室管内の土壌分析結果457点
をまとめたものです。土壌中のリン酸やカリ、苦土
で基準値より多い草地が半分くらいあります。 
　表１の施肥対応で、基準値より多い場合、リン酸
や苦土は３年間施肥量を半分に減らすことができます。
またカリも一年間ですが施肥量を減らせます。  
 

　表２は土壌分析値を利用して施肥設計を行ったものです。ほ場（例－２）はリン酸、カリが基準値以上な
ので、リン酸、カリの少ない肥料を使い、施肥量も減らすことができています。その結果、肥料費は基準値
の通常施肥と比較して半分近くまで減っています。 
　土壌分析を活用し、施肥設計・肥料費を見直してみませんか？ 
      
 

自給肥料の成分を把握する 
　スラリーや尿は農場によって成分のバラツキが大きいので、分析により成分を把握することが必要です。
秋散布したスラリー１トンは、肥料成分としては、根室管内平均で、窒素で1.2㎏、リン酸で0.7㎏、カリで
3.1㎏に相当します。 
　スラリーや尿を毎年施用している場合、カリの施用量が過剰になっているほ場がみられます。カリの少な
い肥料を選ぶか、チッ素の多い肥料を選び施肥量を減らす事で肥料費を減らすことができます。 
　スラリー等の簡易分析は普及センターでも可能です。分析や施肥設計についてお気軽に連絡して下さい。 
（TEL0153-72-2163） 
　また土壌分析については農協が窓口になり受け付けていますので担当に相談してください。 
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根室農業改良普及センター 

北根室支所 

272-2163

 哺乳期にしっかりと粗飼料を食い込める胃作りを行なうことで、産乳量の高い搾乳牛を育成しましょう。 
 
1　出生直後の初乳給与 
　出生直後は、免疫獲得のために初乳を出来るだけ早く給与します。
出生後から初乳給与までの時間が経過するほど、その後の下痢の発生
や、病気に感染する確率が上がります（図１）。 
 
2　第1胃の発達のしくみ 
　離乳までの飼料給与は、消化機能を発達させ、産乳性の高い牛を作
る上で重要なポイントです。 
　出生直後の子牛の胃袋は液状乳が最もよく消化できるように第4胃
が発達しています。この時点では、固形飼料や粗飼料を消化する第１
胃（ルーメン）はまだ発達していません。 
　第１胃での吸収は、主に胃壁の内側のヒダ（絨毛：じゅうもう）で行なわ
れますが、出生直後はまだヒダが少なく未発達の状態です。 
　この絨毛を早期に発達させることが、子牛の粗飼料の食い込み能力を向上
させ、産乳能力を高める要素になります。絨毛はスタ－タ－など固形飼料を
食べて、第1胃内で発酵して発生するVFA（揮発性脂肪酸）が胃壁を刺激す
る「化学的刺激」によって発達が促されます（図２、３）。 
　また乾草などの粗飼料を食べることにより、胃壁に「物理的刺激」が与え
られ、胃の容積拡大に貢献します。 
 
3　子牛に対する飼料給与の考え方 
○スターター（人工乳）の給与 
　　初期段階は乾草の摂食よりも、スターターの摂食の方が重要です。 
　　早いうちから少しずつ慣れさせて、なるべく早く（２週齢以内）食い込
めるようにします。すると第１胃の絨毛の発達が促され、吸収能の高い胃
が形成されます。３日連続で１kg／日以上程度食い込めるようになった
ら、離乳の目安です。 
○水の給与 
　　スターターの給与と同時に水も清潔なバケツなどに入れて飲めるようにしましょう（図４）。 
　　ミルクを与えているから、水は必要ないと思っている人も多いのですが、ミルクは第４胃に直接入るた
め、スタ－タ－などの固形飼料を摂取した時に第１胃内に水分が入らないと、摂取量が増えず、その後の
増体や胃の容積拡大に影響を及ぼします。 
　　ただし、ミルク給与後すぐに水を飲ませると、第４胃に入りミル
クが薄まるので、ミルク給与後30分ほど経過してから与えるよう
にします。 
○乾草の給与 
　　ミルクの給与を止める頃から、良質でやわらかい乾草を徐々に増
給していきます。 
　　１ヶ月齢くらいまでは敷料を食べて下痢をしないよう、100g～
200g程度の乾草を給与するとよいでしょう。 

図2　4週齢子牛の発達した絨毛 
　　　（ミルク＋スターター)

図３　12週齢子牛の未発達の絨毛 
　　　（ミルク＋乾草） 
（図2，3；ペンシルバニア州立大学Websiteより） 

図４　固形飼料と水はセットで給与 
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きりとり線 

き
り
と
り
線 

／本紙がお役に立てて、うれしい限りです。 
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住　所 

ご意見をお寄せ下さい。（季節の便りなど何でもけっこうです） 

氏　名 

ＴＥＬ 

答え 

きりとり線 

き
り
と
り
線

き
り
と
り
線 

きりとり線 

き
り
と
り
線 

抽選の結果下記の方が当選いたしました。 
プレゼントを組織広報係でお受け取り下さい。 

マラソン 

稲垣テツ子さん　本田　慶治さん　田中　茂子さん 
工藤　信也さん　笹島　育子さん 

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを 
　さしあげます。なお、正解者多数の場合 
　は抽選とさせていただきます。 
《応募方法》左下の点線の部分を事務所内
（販売機横）の投書箱へ。または、組織
広報係までＦＡＸ（78-2556）お願いし
ます。 
《締め切り》平成20年12月10日まで 
　当選者の発表は「けねべつ」12月号誌上 
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上
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迎
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組
合
長
の
公
務
に
よ
り
モ
ー
の
眼
差
し
は
お
休
み
し
ま
す
。 

「交通安全の日」として10月15日に職員が行った
「交通安全街頭啓発」と「交通安全職場集会」。 
職員・組合員が犠牲となった死亡交通事故を「二度
と繰り返すまい！」と毎年この時期に行っているも
のです。 

　食農教育を掲げ、地域住民を積極的に受け入れている中標

津農高。釧根地区ではまだまだ少ない「酪農教育ファーム」

として（社）中央酪農家会議・酪農教育ファーム推進委員会

から今年の夏に認証を受けました。写真は、この秋に敷地内

に設置された農場看板とバイオトイレ（汚物を水でなくオガ

クズ分解・処理します）です。 

〝 〟 

営農計画樹立説明会 今年度は例年と趣向を変え、下記の要領
で開催します。 
皆様のご出席をお願いします！ 

11/26（水）東部地区 
11/27（木）西部地区 
11/28（金）南部地区 
午前10：00～　農協2階会議室 

内　容 

第1部（午前の部） 

　農協からの報告と提案 

第2部（午後の部） 

　生産技術情報（懇談会形式で行います。） 


